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「令和 2 年 地域とともに」の発行にあたって 
 

工学部長 横田光広 
 

令和 2 年は新型コロナ感染症の流行が世界中で拡大し、これまでとは異なった新しい生活様式を見出

すことが求められました。テレワークを推進する企業が増え、大学ではオンライン授業を併用した新し

い授業形態が取り入れられるようになりました。これまで以上に「第４次産業革命を牽引する国際競争

力のある人材育成やイノベーション創出」に関連する「AI（人工知能）、数理・データサイエンス等の

イノベーション人材育成」が重要視されています。 
日本はこれまで技術立国を目指して産学官が連携して取り組んできました。最新テクノロジー分野で

は日本は先頭集団で頑張っていますが、製品の量産においてはアジア諸国の台頭が目覚ましく、日本経

済に影響を与えています。一方、現在は、新しい知識・情報・技術が政治・経済・文化をはじめ社会の

あらゆる領域での活動の基盤として飛躍的に重要性を増す知識基盤社会の時代であると言われていま

す。特に、イノベーションの創造、グローバル化への対応、チーム力の強化などが求められています。

宮崎大学工学部では、知識基盤社会の中でたくましく生き抜き、地球環境と共生できる科学技術の創造

と、それを担う人間性豊かな人材の育成を目的した教育を行い、産業界に送り出しています。 
将来の科学技術を担う子供たちを育成するためには、子供たちに早くから科学に関心を持ってもら

い、理科が大好きな少年・少女を育てることが必要です。工学部では、子供たちが科学の素晴らしさや

ものづくりの楽しさが体験できるようなイベントを毎年多数開催してきましたが、令和 2 年度はコロナ

禍の影響により多くのイベントが中止にせざるを得ませんでした。「アドベンチャー工学部」、中学生や

高校生には「青少年のための科学の祭典」、「テクノフェスタ体験入学」、「宮崎県『みやざきサイエンテ

ィスト育成事業』：宮崎サイエンスキャンプ」などが中止となりました。このような状況下において、

本学部での教育研究についてのご理解を深めることを目的として、高等学校や工業高等専門学校に本学

教員が出向いて行う「出前講義」は継続できたことは良かったと思います。 
本冊子は令和 2 年度に工学部が取り組んできた活動を紹介するものです。本冊子に掲載されている取

組みに積極的にご協力いただきました皆様方に心から御礼申し上げます。また、これらの取組を企画、

実施していただきました工学部教職員や行事のお手伝いをいただきました学生の皆さんに感謝いたしま

す。 
令和 3 年度では新型コロナ感染症対策を十分に実施した上で、将来の科学技術を担う子供たちに楽し

んでもらえるイベントを企画し、実施したいと考えています。 
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 ※例年行われている「中高との教育連携」は、新型コロナウイルスの影響により、今年度は中止とな

りました。 
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                           宮崎大学産学・地域連携推進会議委員    

北高 SSH 運営指導委員会委員  山内 誠 

 

宮崎県立宮崎北高等学校は、文部科学省からスーパーサイエンスハイスクール（SSH）の指定を平

成 15 年度に初めて受け、現在は第 4 期として令和元年度から 5 年間の指定を受けている。宮崎大学

は、同校の SSH 指定初年度より県教育委員会からの協力要請を受け、その運営に協力している。令和

２年度も運営指導委員会の体制は２つのグループに分けられ、工学部からは B グループの運営指導委

員として Thi Thi 教授と山内の２名が委嘱された。 

第 4 期の北高の SSH における研究開発課題は基礎枠の実践開発型課題として「地域創成に携わる科

学術系人材を育成する教育プログラムの開発」、科学人材育成重点領域枠課題として「探求型学習の

全県普及を加速させる持続的なコンソーシアムの構築」が掲げられている。 

 

記 

 

令和 2 年度 宮崎北高等学校 SSH に対する協力 

1．運営指導委員会（グループ 2） 

第 1 回 令和 2 年 6 月         Ａグループ；工学部は担当無し 

第 2 回 令和 2 年 7 月  1 日   Ｂグループ 宮崎北高等学校 尚志館 

第 3 回 令和 2 年 11 月 26 日   Ｂグループ Zoom によるリモート会議 

第 4 回 令和 2 年 12 月 18 日   Ａグループ；工学部は担当無し 

              

2．AO 入試合格者への入学前指導内容の指定 

宮崎大学工学部の総合型選抜合格者に対し、北高に限らず入学前に工学教育基礎センターが

数学の課題を課している。 

 

   3．その他 

令和 2 年  7 月 1 日 サイエンス科 地学班の生徒への活動指導 

 

 

  

宮崎北高等学校スーパーサイエンスハイスクールへの協力 
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 文部科学省「地域との共同による高等学校教育改革推進事業」指定校の宮崎県立宮崎南高等学校と共

に、「産学官連携による人の地域循環教育プログラムの研究開発」の事業を 2019 年度から開始し、本年

度で 2 年目となる。本年度は宮崎大学工学部から 8 名の教員が、普通科とフロンティア科の高校 2 年生

が考えた以下の課題研究テーマ（初期提案テーマ）に対して課題研究指導を実施した。各課題 4 名から 6

名の生徒で 1 グループとなっている。 

 

2020 年度実施課題研究テーマと担当教員 

（普通科） 

課題研究テーマ「地球温暖化 CO2 がエネルギーとして活躍する瞬間」担当教員：白上 努 

課題研究テーマ「バイオマス ロス減を求めて効率の良い発電」担当教員：吉野 賢二 

課題研究テーマ「発電 災害時に役立つ手軽な発電」担当教員：永岡 章 

課題研究テーマ「水素 水精製法の追求 ～みずからの電気分解を踏まえて～」担当教員：松永 直樹 

（フロンティア科） 

課題研究テーマ「AI（人工知能）を利用した認知症・孤独対策」担当教員：横道 政裕 

課題研究テーマ「環境によく、効率のよい発電方法」担当教員：穂高 一条  

課題研究テーマ「高齢者向けのまくらをつくる」担当教員：田村 宏樹  

課題研究テーマ「データサイエンスを使って宮崎の特産品をよりよくできないか」担当教員：坂本 眞人  

 

 

 

右に、田村が担当した課題研究テーマを実

施したグループのポスターを示す。初期のテ

ーマは高齢者向けであったが、アンケート調

査をしていく中で、若者の方が睡眠に関して

不安を持っていることがわかり、テーマを変

更している。生徒が調査した枕の硬さ、高さ、

心地よい肌触りの条件をもとに、実際に枕を

作成し、その枕を使用したときの睡眠中の睡

眠の質を検証している。生徒自身が考えた課

題に対して、必要な機器提供や解析方法に関

しては指導やアドバイスを行ったが、実際の

データを得るところは生徒が行い、短い時間

ではあったが、何とか結果を出して発表する

ことができている。本課題研究を実施したグ

ループの宮崎南高校担当教員からは「研究の

面白さを実感したみたいです。大学へ進学す

る意味や進学への意欲も高まったようです。」

とのコメントを頂いており、本事業の趣旨に

合った成果が出たのではないかと考えてい

る。 

本事業により、多くの高校生が工学分野へ

の関心を高め、研究開発に対する意識の変容

に繋がればと期待している。 
 

 

宮崎県立宮崎南高等学校との 

「産学官連携による人の地域循環教育プログラムの研究開発」事業 
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宮崎県立宮崎西高等学校付属中学“「探究」の時間”講義協力 

 

 宮崎県立宮崎西高等学校付属中学では「総合的な学習」の時間を活用して、中学生に科学の面白さや奥

深さを伝え、将来、科学の分野で世界をリードする生徒の育成を目指した「探究」の時間が設定されてい

る。この講義の実施に際し、下記の講義を担当した。 

 

講義実施日：令和 2 年 10 月 27 日 

講 義 名：「インフォマティクスを活用した次世代燃料電池材料開発：AI を活用した新たな“ものづく

り”への挑戦」 

担 当 ：環境ロボティクス学科 奥山 勇治 准教授 

 

令和 2 年 12 月 27 日に宮崎県立宮崎西高等学校付属中学 1年生約 80 名を対象に、最先端の工学技術と

してデーターサイエンスによる材料探索と次世代のクリーンな発電として期待されている水素イオンが

動くセラミックスを使った燃料電池の研究開発について講義した。まず初めに将来研究者を目指す学生

のために日本の若手研究者育成支援を含めて私の研究者とし

てのキャリアパスについて紹介した。その後、ポストコロナ

社会を見据えて①コロナ禍での産業変化、②AI技術、③環境

問題、④水素とクリーンエネルギー社会、⑤AIを利用した材

料開発と次世代燃料電池開発、⑤大学研究室における研究活

動紹介（動画）、⑥我々が描く未来の順番で講義を行った。現

在、直面しているコロナ禍での社会変革や環境・エネルギー

問題への対策について身近な話を踏まえながら丁寧に講義を

行い、学生は熱心にものづくりへの AI 技術活用や水素エネル

ギーの話に傾聴していた。 

 本講義では未来の研究者、エンジニアである聴講学生に“環

境問題への意識”“ものづくりの大切さ”“デジタル化の中で

AI などの技術を駆使して多くの問題を解決しなければなら

ないのが自分であること”を認識してもらえるように思いを

込めて実施した。講義の感想文では難しい内容が含まれてい

る中で良く要点を捉えてまとめて自分の意見を書けているこ

とに驚かされた。また、講義後に多くの学生が純粋に疑問に

思ったことを個別に質問に来るほど活発であり、コロナ禍で

教育現場にも多くの変革がある中でも未来を担う優秀な人材

が育っていることを実感した。 

 

 

 

宮崎西高等学校附属中学校への協力 
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宮崎西高等学校附属中学校“「探究」の時間”講義 

 

宮崎県立宮崎西高等学校付属中学では「総合的な学習」の時間を活用して、中学生に科学の面白さや奥

深さを伝え、将来、科学の分野で世界をリードする生徒の育成を目指した「探究」の時間が設定されてい

る。この講義の実施に際し、下記の講義を担当した。 

 

講義実施日：令和２年１０月１５日 

講 義 名：「折り紙と数学」 

担 当 ：工学基礎教育センター 伊藤 翼 助教 

 

【講義内容】 

令和２年１０月１５日に宮崎西高等学校附属中学校視聴覚室にて、２年生２クラス約８０名を対象と

して「折り紙と数学」というタイトルで講義を行った。前半の講義では、数学の研究とはどういったもの

であるのかについて説明し、具体的な例として四色定理について解説した。また、ルジャンドル予想やハ

ドウィガー・ネルソン問題などの未解決問題についても紹介した。数学といっても様々な分野があるこ

とや未解決問題が多く残されていることに驚いたようである。後半の講義では、折り紙を使い、手を動か

すことで数学の定理のおもしろさを体験してもらった。一枚の紙に書かれた多角形は、上手に折ったあ

とで、ハサミで直線に切るだけで切り抜くことができるという一刀切りの定理が知られている。様々な

多角形に対して実際に一刀切りができるか挑戦してもらった。最初は簡単な図形でも折り方に苦戦して

いたが、何回か試してみるとコツ掴んだようで上手に折ることができるようになっていた。今回のテー

マで講義をするのは３回目になるが、今回はこちらが用意した全ての図形を一刀切りできた学生が多か

ったように感じる。講義の最後にすべての多角形は一刀切り可能であることを教えると非常に驚いてい

た。普段は数学の苦手な学生でも、実際に手を動かすことで講義の内容に興味をいだき、数学のおもしろ

さを少しでも伝えることができたと感じている。 
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数学担当      伊藤翼 （工学基礎教育センター） 

工業（機械系）担当 河村隆介（機械設計システム工学科） 

 

 

本ネットワークは、宮崎県下の高等学校と宮崎大学工学部との教育に関する様々な連携活動を踏まえ、

平成１８年に設立されました。設立以降、数学・物理・化学・工業（機械系・電気系）の各部会で継続し

て高大連携が進められています。本稿では、令和２年１月から令和２年１２月における本ネットワーク

の主な活動の概要を紹介します。より詳しい活動報告等は専用のウェブページ（宮崎大学工学部のトッ

プページに入り口があります）に掲載していますので是非ご覧ください｡ 

 

「高等学校と宮崎大学工学部との教育ネットワーク」ウェブページアドレス 

https://www。miyazaki-u.ac.jp/tech/eng-network/index.html 

 

 

１．高大連携と教科間の連携（物理・数学） 

物理部会では、高大連携の柱として｢高等学校と大学との物理教育に関する連絡会｣を定期的に開催し

ていたが、今年はコロナウイルス感染拡大の影響により開催することができなかった。令和３年には開

催したいと考えている。 

 

 

２．インターンシップ（機械系） 

①大学での工業高校生のインターンシップについて 

令和２年度の「工業高校生のインターンシップ」（機械系工業高校生のための宮崎大学での体験授業）

はコロナウイルス感染拡大（パンデミック）によって日本全国に緊急事態宣言が発令された影響により、

余儀なく中止することとした。 

 

 

②高校での大学生のインターンシップについて 

宮崎県教育委員会主催の令和２年度スクールトライアル事業についてはコロナウイルス感染拡大の影

響により、実施規模が縮小され、原則、単位修得が発生する場合のみ受入可能であり、工学部から応募で

きないという通知があったため、中止された。 

 

 

３．高大連携協議会（機械系） 

工業系部会では、宮崎県下の工業高校と宮崎大学工学部との間での協議会を継続的に開催している。令

和２年度は機械系において次の協議会が開催された。 

高等学校と宮崎大学工学部との教育ネットワーク 
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○令和２年１１月２７日（於 宮崎大学） 

高校の進路状況、大学の近況および進路状況、新型コロナウイルスによる学校教育の影響とその対応に

ついて情報交換を行った。今後の高大連携について以下のとおりに協議を行った。 

 

① 当学科での工業高校生のインターンシップについて 

令和３年度、県内において新型コロナウイルスの感染状況が落ち着いた場合には、工業高校生のため

の大学でのインターンシップを８月下旬に開催予定とすることにした。その際、令和３年６月頃、大学か

ら工業高校へ開催案内を行う予定とすることにした。 

② 高校での大学生のスクールトライアルについて 

令和３年度に県教育委員会がスクールトライアル事業を実施することになれば、新プログラムの入学

生と学科２年生へ参加案内を行うことにした。 

③ 新型コロナウイルスによる学校教育の影響とその対応について 

高校では、５月中旬まで臨時休校、５月下旬より平常登校になった。休校期間中、自宅での課題による

自主学習を余儀なくされた。その結果、学習意欲のある生徒とそうでない生徒の取り組みの差が生まれ

たことが報告された。年度初めの各種検診、各種調査、オリエンテーション、高校総体や修学旅行などの

各種行事が中止、あるいは短縮された。部活動に時間を費やしてきた生徒たちには目標が失われたこと

による失望感がダメージとなった。授業の状況については、長期休暇の短縮により、例年と同程度の授業

時間数を確保し、授業の進度に遅れは生じなかったと報告した高校が多い。製図や実習など実技的な学

習は、感染防止対策を徹底した上で実施されたが、課題研究の時間数が減少し、時間的遅れを取り戻すこ

とは困難であることが報告された。また、前期の各種国家技能検定試験やインターンシップや県内企業

見学などの中止により、生徒のキャリア意識の醸成に弊害があると不安を感じている。オンラインでの

企業説明会・採用試験などが取り入れられ、就職活動の様式が変化していることの報告があった。 

 大学では、４月上旬に教育・学生支援センターと情報基盤センターの主催による専任教員および非常

勤講師を対象とした遠隔授業に関する研修会が開催された。４月から臨時休講の後、５月中旬から遠隔

授業を開始した。遠隔授業の方法として、Web ページ、SNS や履修管理システムを通じてビデオや音声付

きスライド等からなる講義資料のインターネット配信を行うオンデマンド型、ビデオ会議システムを用

いて教員と学生とが互いに音声や映像等のやりとりを行う同時双方向型、両者のハイブリッド型が用い

られた。また、試験の方法として、通常の対面形式のほか、履修管理システム上でテストやアンケートに

回答させたり、レポートを提出させたりするインターネット配信式により行われた。また、６月から感染

予防対策を講じた上で、実験・実習、演習、セミナーが対面形式で実施されるようになった。後学期から

工学部７学科の座学で４週に一度の割合で対面授業が行われるようになった。さらに、１年生は十分な

履修指導ができていない、大学生活に馴染めていないのではないかとの指摘を受け、１年生を対象とし

て優先的に対面授業を行うようになったと報告があった。 
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 宮崎大学では、本学の教育研究について地域の理解を深めることを目的として、高等学校や高等専門

学校に本学教員が出向いて講義を行う「出前講義」を行っています。学問の最先端の話題や魅力について

の紹介や、本学の入学者受け入れ方針・教育目標について説明します。高等学校と本学との連携の一環と

して、お気軽に御利用ください。申し込み・お問い合わせは宮崎大学学生支援部入試課までお願いしま

す。 

令和２年度に工学部の教員が行った研究内容の講義および工学部の案内(進学説明を含む)を紹介しま

す。 

 

題  目  集積回路およびナノミスト噴霧器に関する研究 

 担当教員 電気システム工学科 淡野 公一 

 日時 講義先  9月12日（土）10:00～11:50 宮崎県立宮崎北高等学校 26名 

 講義内容 

私の研究で取り組んでいる生体信号を計測し，処理するためのアナログフロントエンドの１チップ

集積回路と，粒径が1マイクロメートル未満のミストを噴霧する機器の設計と応用について講義を行

った。出席者は学生だけでなく保護者もおられ，質問も多く，興味を持って聴いていただいた。 

 

 

題  目 工学部改組と大学で「情報」を学ぶ意義 

 担当教員 情報システム工学科 山森 一人 

 日時 講義先  9月16日（水）15:15～16:40 宮崎県立日南高等学校 12名 

 講義内容 

工学部改組の概要を紹介した上、情報通信プログラム関連の３ポリシーを説明した。その後、画像

処理の初歩（２次元微分と輪郭抽出）について講義し、大学で学ぶ意義について自説を紹介した。 

 

 

題  目  インフラストラクチャーと我々の生活 

 担当教員 社会環境システム工学科 李 春鶴 

 日時 講義先 
 9月25日（金）1回目 14:40～15:30、2回目 15:40～16:30 

宮崎県立宮崎西高等学校 1回目 35名、2回目 30名 

 講義内容 

インフラストラクチャーが社会に対する役割、重要性の説明を説明し、その構築における重要な材

料としてのコンクリートの最新研究について紹介をした。そのほか、宮崎大学・工学部・社会環境

システム工学科についても簡単な紹介を加えた。 

 

 

出前講義（令和２年度） 
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題  目  脳科学と人工知能 

 担当教員 情報システム工学科 伊達 章 

 日時 講義先 
 9月25日（金）1回目 14:40～15:30、2回目 15:40～16:30 

宮崎県立宮崎西高等学校 1回目 45名、2回目 42名 

 講義内容 

情報系学科に進学を希望する高校1、2年生を対象に、1)子どもでも簡単にできることが、どうして

コンピュータには難しいか、2) 脳の動作原理を知ることの難しさ、難しさの原因はどこにあるか、

3) 脳の数理モデルとはなにか、という疑問をテーマに講義をした。加えて、情報系学科の一般的な

事柄についても説明した。 

 

 

題  目  中学・高校の理科の知識で理解する半導体、通信、センシングの話 

 担当教員 電子物理工学科 荒井 昌和 

 日時 講義先  9月26日（土）9:10～10:15 宮崎県立都城西高校 26名 

 講義内容 

中学・高校レベルの数学・物理・化学で、半導体、通信などをスマホなどを例に挙げながら説明し

た。浅く広くではあるがアナログ・ディジタルの話をした後，論理回路をスイッチとLEDなどで作っ

たものを触らせて原理を実感させた。トランジスタの原理やスイッチとしての役目を簡単に説明し

た。光ファイバ通信は全反射、メモリーはコンデンサ、半導体結晶は共有結合、撮像素子は光電効

果など高校の勉強と結び付けて説明し、高校の勉強と進学のモチベーションを高めるようにした。 

 

 

題  目 工学部 機械系学科の紹介と熱工学に関する授業および研究紹介 

 担当教員 機械設計システム工学科 長瀬 慶紀 

 日時 講義先  9月30日（水）1回目 15:00～15:50、2回目 16:00～16:50 

宮崎県立宮崎南高等学校 1回目 43名、2回目 42名 

 講義内容 

工学部の機械系学科についての概要を説明した後、宮崎大学の機械知能工学プログラムおよび工学

部改組についての説明を行った。その後、熱力学および伝熱工学の模擬授業を行い、模擬授業の内

容と関連付けながら宮崎大学で行われている熱工学分野の研究紹介を行った。 

 

 

題  目 廃棄スマホからオリンピックメダルをつくる:都市鉱山リサイクルと溶媒抽出法 

 担当教員 環境応用化学科 大島 達也 

 日時 講義先 9月30日（水）1回目 15:00～15:50、2回目 16:00～16:50 

宮崎県立宮崎南高等学校 1回目 40名、2回目 43名 

 講義内容 

改組後のプログラム紹介を行ったのち、講演者の研究内容と関係づけながら標題の講義を行い、希

少資源である金のリサイクルと関連法、リサイクル技術と研究の目標・成果等について解説した。 
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題  目  インフラ構造物（橋梁）の長寿命化について 

 担当教員  社会環境システム工学科 森田 千尋 

 日時 講義先 9月30日（水）1回目15:00～15:50、2回目16:00～16:50、第Ⅱ部17:00～18:00 

宮崎県立宮崎南高等学校 1回目 42名、2回目 35名 

 講義内容 

まず、インフラ構造物、特に橋梁などを設計する際に必要な構造力学について説明した。また、生

活で良く使う橋梁の形式について説明し、さらに、現在のインフラ構造物の現状を説明するととも

に、簡易で安価で安全な点検・診断・補修補強などの技術開発を紹介した。最後に、改組される宮

崎大学工学部工学科の紹介を行った。 

 

題  目  サイバーセキュリティについて 

 担当教員 情報システム工学科 油田 健太郎 

 日時 講義先  11月7日（土）9:05～10:15  宮崎県立都城西高等学校 16名 

 講義内容 

工学部改組、Webオープンキャンパスについて案内した後に、前半、サイバーセキュリティについて

、後半はブロックチェーン技術について講義しました。 

 

題  目  数学を物理に活かす・計算機シミュレーション 

 担当教員 環境ロボティクス学科 佐藤 治 

 日時 講義先 11月21日（土）1回目 9:20～10:20、2回目 10:40～11:40 

宮崎県立都城泉ヶ丘高等学校 1回目 35名、2回目 36名 

 講義内容 

①高校数Ⅲ内容を物理学に応用する例，（エネルギーの時間微分⇒加速度） 

②振り子，アトウッド器械，ばね質量系」運動解析のパソコンシミュレーション， 

③月表面/ハンマーと ハヤブサの羽が 同時に着地する落下実験（映像）， 

④回転運動を伴う糸巻きの自由落下は遅くなる例（シミュレーション）， 

⑤重心と回転慣性考慮のロボット制御（映像）」 

等について 40～45 分, 説明した後、宮大 Web/オープンキャンパス（映像）による工学部改組説明

を 10～15 分 行った。 

 

題  目  超スマート社会における工学の役割と応用物理工学プログラム 

 担当教員 電子物理工学科 福山 敦彦 

 日時 講義先 
 11月21日（土）1回目 9:30～10:30、2回目 10:40～11:40 

宮崎県立都城泉ヶ丘高等学校 1回目 29名、2回目 28名 

 講義内容 

現在および来たる超スマート社会における工学の役割を概説し、改組後の工学部工学科および応用

物理工学プログラムを紹介した。 
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題  目  無機材料化学の世界 ～燃料電池と二次電池の開発を中心に～ 

 担当教員 環境ロボティクス学科 酒井 剛 

 日時 講義先 
 11月21日（土）1回目 9:30～10:30、2回目 10:40～11:40 

宮崎県立都城泉ヶ丘高等学校 1回目 20名、2回目 18名 

 講義内容 

令和3年度に改組する工学部工学科の紹介の後、応用物質化学プログラムで実施される教育内容を

説明した。無機材料の基礎から応用まで、特に無機材料化学の世界に興味を持っていただけるよう

、燃料電池と二次電池の開発を中心に、宮崎大学の研究成果を紹介した。 
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再生可能エネルギー関連産業群形成を目指した高度人材創出プログラム 

 

太陽光発電プロジェクト 

吉野 賢二 

 

宮崎大学工学部では、将来に技術開発の核となりうる高度な専門技術を身につけた技術者を育成する

ために、太陽光発電に関する総合的教育プログラムをいち早く立ち上げ、これまで八年間にわたって継

続的に実施してきた｡令和2年度も引き続き｢再生可能エネルギー関連産業群形成を目指した高度人材創

出プログラム｣を実施した｡これは、学生や中小企業の技術者を対象とし、大学教員や企業の専門家を講

師として、学問的基礎から実学的話題までを習得することを目的とする事業である｡今年度については、

新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、収容人数を制限した中での講演や、オンラインを利用し、

工学部の福山敦彦先生の元、応用講座となる6コマを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中小企業ものづくり講座 

日　付 テ　ー　マ 講　師 参加（合計）

44人
1月15日

（オンライン）

 薄膜太陽電池材料BaSi2の電子状態、光学的性質

2月17日
（オンライン）

 全固体リチウムイオン電池の現状と研究開発動向

今井　基晴
（物質・材料研究機構）

 熱電気エネルギー変換用シリサイド系熱電材料の開発 鵜殿　治彦（茨城大学）

町田　信也（甲南大学）

33人高月　昭（イサハヤ電子㈱） パワーモジュールの動向とイサハヤ電子の取り組み

29人

令和2年度 講演会　参加者人数

池田　茂（甲南大学）9月24日 39人 光触媒および光電気化学的手法による水分解

 V族半導体新材料クラスレート化合物の構造と物性 久米　徹二（岐阜大学）

9月25日
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宮崎大学工学部では、地域との連携の一環として、地元企業からの卒論テーマを募集し、学生の研究課題として

おります。平成１９～３０年度の１１年間に採択され、実際に取り組んだテーマの一覧（提案企業、研究内容、担

当教員）を記載します（平成２９年度、令和元年度、令和２年度採択なし）。 

 

 

平成１９年度（７件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

(有)新福青果 ミニゴボウ収穫方法に関する研究（引抜き収穫のための力

学的検討） 

鄧教員 

（株）沖マイクロデザイン 液晶ドライバの位相補償法に関する検討 淡野教員 

（株）沖マイクロデザイン アナログ集積回路の高線形化技術 淡野教員 

宮崎県木材利用技術センター 蒸気加熱式木材乾燥機内の風速分布に関する研究 平野教員 

旭化成ケミカルズ(株) 結晶セルロース（MCC)粒子表面と多糖類間相互作用のミク

ロシミュレーション解析 

湯井教員 

(株)ブリヂストン 難燃性イオン液体の開発 保田教員 

白上教員 

宮崎県企業局 自然エネルギーから作った電気で水を分解して水素を取り

出す研究 

大坪教員 

 

 

平成２０年度（８件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

(株)ブリヂストン中央研究所 難燃性イオン液体の開発及びその光・電気化学的挙動解析 白上教員 

富士シリシア化学株式会社 コバルトフリー型新規湿度インジケーターの開発 保田教員 

旭化成ケミカルズ（株） 晶性セルロース（ＭＣＣ）粒子表面と多糖間相互作用のミ

クロシミュレーション解析 

湯井教員 

（株）沖マイクロデザイン ＬＳＩ内部に作り込む温度センサー回路 淡野教員 

（株）ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なデータベース

の構築 

淡野教員 

三和精密工業株式会社 アルミ鋳造用金型の熱損傷分析と改善策の検討 鄧教員 

（有）新福青果 ミニゴボウ生産用農機の開発 鄧教員 

（株）ホンダロック フレキシブルワーク固定治具の開発 鄧教員 

 

 

 

企業提案による卒論テーマ 
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平成２１年度（３件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

（株）ブリヂストン中央研究所 難燃性イオン液体の開発 白上教員 

（株）ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なＷｅｂデータ

ベースの構築 

淡野教員 

田村教員 

（株）ホンダロック生産技術部 ピン・プレート型フレキシブルワーク固定治具の開発 鄧教員 

 

平成２２年度（７件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

東京国際技術研究所 平板反射集光型太陽電池の出力特性の評価 迫田教員 

（株）ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なＷｅｂデータ

ベース構築・運用 

淡野教員 

田村教員 

社会福祉法人恵佼会ＣＡＤセン

ター 

視覚障害者のためのトイレ室内誘導・補助システムの開発 淡野教員 

田村教員 

(有)鹿嶋福祉器研究所 福祉用具らくらくつりわ金具による故意の事故防止対策研

究 

淡野教員 

田村教員 

(株)ウィズダム 新たな農薬散布機器の開発：効果の理論的解析と人体への

影響に関する考察 

淡野教員 

(株)ブリジストン中央研究所 発光性イオン液体の開発 白上教員 

(株)ホンダロック生産技術部基

幹技術課 

フレキシブルワーク固定治具の実用化 鄧教員 

  

 

平成２４年度（４件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

ＰＶＧＳｏｌｕｔｉｏｎｓ株式

会社 

両面受光型太陽電池モジュールの屋外出力評価 西岡教員 

瑞穂医科工業株式会社 骨格系部材疲労試験機の設計製作 鄧教員 

多田産業株式会社 剣道防具の打撃緩和性能の向上に関する研究 鄧教員 

（株）ウィズダム サブミクロンミスト発生装置のミスト径コントロールシ

ステムの構築 

淡野教員 

平成２３年度（４件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

社会福祉法人恵佼会ＣＡＤセン

ター 

視覚障害者のためのトイレ室内誘導・補助システムの開

発 

田村教員 

（株）ウィズダム ナノミスト噴霧装置を用いた農作物への忌避剤噴霧実験 淡野教員 

（株）ひなもり銘木 発光性イオン液体の開発 白上教員 

（株）キヨモトデックイチ自動

機部 

汎用根菜収穫期の実用化 鄧教員 
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平成２５年度（２件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

東九州メディカルバレー構想 

コーディネータ 

ロコモ症状と年齢との相関に関する研究 鄧教員 

多田産業株式会社 剣道防具の打撃緩和性能の向上に関する研究 鄧教員 

 

平成２６年度（１件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

多田産業株式会社 剣道防具の打撃緩和技術と面の耐久性に関する研究 鄧教員 

 

平成２７年度（１件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

（有）よしたにクロージング バンドによる人の状態・・姿勢変化に関する研究について                    

―高齢者、介護者の生活の質改善を目指して― 

田村教員 

 

平成２８年度（２件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

社会福祉法人まほろば福祉会 障害の程度に合った入力インターフェイスの検証とその活

用方法 

田村教員 

吉玉精鍍株式会社 情報ＳＧ課 ロコモ測定電動昇降椅子の設計と製作コスト評価 鄧教員 

 

平成２９年度（０件） 

   

 

平成３０年度（３件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

旭化成㈱ 不織布工場  

技術開発室 
不織布製品の表面品位の定量化 

田村教員 

日南市漁業協同組合 ひき縄釣り用しゃくり機の開発 鄧教員 

宮崎県総合農業試験場 

果樹部 

アシストスーツが落葉果樹栽培の省力化や軽労化に与える

影響について 

田村教員 

 

平成３１年・令和元年度（０件） 

   

 

令和２年度（０件） 

   

 



 

 〒889-2192 宮崎市学園木花台西１―１ 

宮崎大学工学部広報・地域連携委員会 

TEL:0985-58-2871 FAX:0985-58-2876 

E-mail:  

http://www.miyazaki-u.ac.jp/tech/ 

kousoumu@of.miyazaki-u.ac.jp


